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制
約
は
取
り
払
わ
れ
た

世
論
を
焚
き
つ
け
行
政
と
戦
う
徹
底
し
た
規
制
緩
和
論
者

で
あ
り
、
業
界
運
動
と
は
一
線
を
画
す
孤
高
の
経
営
者
。
投

資
資
金
は
株
式
市
場
か
ら
調
達
し
、
無
借
金
経
営
を
良
し
と

す
る
。
同
業
社
と
の
提
携
や
事
業
の
多
角
化
に
は
慎
重
で
、
本

業
で
あ
る
『
宅
急
便
』
の
高
度
化
に
ひ
た
す
ら
邁
進
す
る
│
│

そ
ん
な
小
倉
昌
男
社
長
時
代
の
ヤ
マ
ト
運
輸
は
、
宅
急
便
の

成
功
に
よ
っ
て
世
間
か
ら
賞
賛
さ
れ
る
一
方
、
物
流
業
界
内

に
は
独
善
的
と
の
批
判
も
あ
っ
た
。

カ
リ
ス
マ
経
営
者
は
社
内
に
も
圧
倒
的
な
存
在
感
を
も
っ
て

君
臨
し
た
。
銀
座
の
ヤ
マ
ト
本
社
か
ら
歩
い
て
数
分
の
昭
和
通

り
沿
い
に
、
小
倉
元
会
長
が
机
を
置
い
て
い
た
ヤ
マ
ト
福
祉
財

団
の
事
務
所
が
あ
る
。
元
会
長
が
経
営
の
第
一
線
か
ら
退
い

た
後
も
、
重
要
案
件
に
つ
い
て
は
「
昭
和
通
り
」
へ
の
報
告
が

慣
例
だ
っ
た
。
そ
の
意
向
は
ヤ
マ
ト
の
歴
代
経
営
陣
の
意
思
決

定
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
て
い
た
は
ず
だ
。

事
実
、
小
倉
元
会
長
が
他
界
し
た
昨
年
六
月
以
降
、
ヤ
マ

ト
は
過
去
の
ス
タ
ン
ス
と
は
全
く
相
反
す
る
施
策
を
矢
継
ぎ
早

に
打
ち
出
し
て
い
る
。
ド
イ
ツ
ポ
ス
ト
、
日
本
郵
船
グ
ル
ー
プ
、

西
濃
運
輸
、
日
本
通
運
と
、
相
次
い
で
合
弁
会
社
を
設
立
。
こ

れ
ま
で
の
自
前
主
義
を
一
変
さ
せ
同
業
他
社
と
の
提
携
に
よ
っ

て
事
業
領
域
の
拡
大
を
急
い
で
い
る
。

人
事
面
で
も
大
き
な
波
乱
が
あ
っ
た
。
〇
五
年
九
月
に
は

当
時
の
山
崎
篤
社
長
が
健
康
上
の
理
由
か
ら
代
表
を
辞
任
。
有

富
慶
二
会
長
が
社
長
を
兼
務
す
る
と
共
に
、
み
ず
ほ
コ
ー
ポ
レ

ー
ト
銀
行
か
ら
招
い
た
木
川
眞
常
務
が
新
た
に
代
表
権
を
持

つ
人
事
を
発
表
し
た
。
同
十
一
月
の
持
ち
株
会
社
制
へ
の
移

行
で
は
、
事
業
会
社
の
ヤ
マ
ト
運
輸
社
長
に
小
倉
元
会
長
の

実
子
で
あ
る
康
嗣
氏
が
就
任
。
こ
れ
に
前
後
し
て
、
康
嗣
氏
と

並
ん
で
将
来
の
社
長
候
補
と
目
さ
れ
て
い
た
上
沼
雄
治
ヤ
マ
ト

ホ
ー
ム
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
社
長
、
そ
し
て
鈴
木
英
男
ヤ
マ
ト
ロ

　小倉昌男元会長の他界から1年。クロネコヤマトの舵
取りが様変わりしている。これまでの自前主義と決別し、
同業他社との提携を相次いで実現。銀行借入による買
収も辞さない構えを見せる。ポスト宅配便市場に向けた
マーケティング戦略が急発進を始めた。その勝算と物流
業界に与えるインパクトを探る。 
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ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
社
長
な
ど
の
幹
部
が
揃
っ
て
ヤ
マ
ト
を
離
れ
て

い
る
。
そ
の
後
、
上
沼
氏
は
仇
敵
の
日
本
郵
政
公
社
に
席
を

移
し
、
現
在
は
郵
便
事
業
の
幹
線
輸
送
を
担
う
日
本
郵
便
逓

送
で
役
員
を
務
め
て
い
る
。

今
年
五
月
に
発
表
し
た
ヤ
マ
ト
Ｈ
Ｄ
の
社
長
人
事
で
は
、
任

期
満
了
で
退
任
す
る
有
富
会
長
に
代
わ
り
、
当
初
は
木
川
常

務
の
昇
格
が
有
力
視
さ
れ
て
い
た
が
、
実
際
に
後
任
と
し
て
指

名
さ
れ
た
の
は
瀬
戸
薫
常
務
執
行
役
員
だ
っ
た
。
本
人
へ
の

内
示
は
発
表
の
わ
ず
か
一
週
間
前
。
し
か
も
経
営
の
実
権
を

握
っ
て
い
た
有
富
会
長
は
会
長
職
に
は
と
ど
ま
る
も
の
の
代
表

権
を
返
上
す
る
と
い
う
サ
プ
ラ
イ
ズ
人
事
だ
っ
た
。

一
連
の
動
き
を
ヤ
マ
ト
運
輸
労
働
組
合
の
越
川
利
勝
中
央

執
行
委
員
長
は
「
こ
の
一
年
は
我
々
組
合
が
予
想
し
て
い
た

以
上
の
ス
ピ
ー
ド
で
経
営
が
動
い
た
。
有
富
会
長
が
自
分
の
任

期
中
に
、
こ
れ
ま
で
の
総
仕
上
げ
と
し
て
懸
案
事
項
を
一
気
に

片
づ
け
た
。
し
か
し
、
こ
れ
で
人
事
の
バ
タ
バ
タ
も
よ
う
や
く

落
ち
着
い
た
。
今
後
は
瀬
戸
・
木
川
・
小
倉
の
三
人
体
制
で

経
営
の
舵
取
り
が
進
む
。
有
富
会
長
が
院
政
を
敷
く
こ
と
も
な

い
だ
ろ
う
」
と
解
説
す
る
。

労
組
は
瀬
戸
社
長
の
予
想
外
の
就
任
を
基
本
的
に
歓
迎
し

て
い
る
。
木
川
常
務
が
み
ず
ほ
か
ら
ヤ
マ
ト
に
移
っ
た
の
は
昨

年
四
月
で
ま
だ
日
が
浅
い
。
そ
れ
に
対
し
て
瀬
戸
社
長
は
人
事

労
務
畑
の
出
身
者
。
労
組
と
は
馴
染
み
が
深
い
。
現
在
、
ヤ

マ
ト
は
メ
ー
ル
便
ド
ラ
イ
バ
ー
（
M
D
）
と
呼
ぶ
契
約
社
員
の

組
織
化
を
急
い
で
い
る
。
そ
の
労
務
管
理
は
経
営
上
の
大
き
な

テ
ー
マ
。
社
長
人
事
で
も
そ
れ
に
配
慮
し
た
格
好
だ
。

加
え
て
資
金
需
要
の
変
化
が
社
長
人
事
に
も
影
響
を
与
え

た
と
指
摘
す
る
声
も
あ
る
。
銀
行
出
身
の
木
川
常
務
の
社
長

就
任
が
有
力
視
さ
れ
て
い
た
の
は
、
大
型
買
収
を
実
現
す
る
た

め
の
財
務
力
の
強
化
が
背
景
に
な
っ
て
い
た
。
実
際
、
昨
年
二

月
に
発
表
さ
れ
た
三
カ
年
計
画
で
は
、
積
極
的
な
M
&
A
が

基
本
戦
略
に
挙
が
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
二
〇
〇
〇
億
円
規

模
の
銀
行
借
入
枠
を
設
定
し
た
と
も
言
わ
れ
る
。

し
か
し
そ
の
後
、
今
日
ま
で
買
収
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。「
今

の
と
こ
ろ
具
体
的
に
検
討
し
て
い
る
案
件
も
な
い
。
物
流
業
は

典
型
的
な
労
働
集
約
産
業
。
人
の
問
題
が
か
ら
む
だ
け
に
買

収
は
難
し
い
。
よ
け
い
な
摩
擦
を
起
こ
す
よ
り
提
携
な
ど
で
、

他
の
物
流
会
社
と
協
力
関
係
を
築
い
た
ほ
う
が
賢
明
だ
」
と
ヤ

マ
ト
H
D
の
瀬
戸
社
長
は
い
う
。
買
収
か
ら
業
界
他
社
と
の

提
携
へ
、
途
中
で
戦
略
を
変
更
し
た
フ
シ
が
あ
る
。

業
界
協
調
路
線
に
転
換

小
倉
時
代
の
ヤ
マ
ト
が
本
格
的
な
提
携
を
結
ん
だ
相
手
は
、

国
際
宅
配
便
の
U
P
S
だ
け
だ
っ
た
。
そ
の
提
携
も
〇
四
年

四
月
に
は
事
実
上
解
消
し
て
い
る
。
ヤ
マ
ト
の
組
織
に
は
労
使

一
丸
と
な
っ
て
サ
ー
ビ
ス
強
化
に
愚
直
に
取
り
組
む
〝
小
倉
イ

ズ
ム
〞
が
深
く
浸
透
し
て
い
る
。
そ
の
カ
ル
チ
ャ
ー
は
宅
急
便

の
高
い
サ
ー
ビ
ス
品
質
を
可
能
に
す
る
一
方
、
協
働
を
容
易
に

受
け
入
れ
な
い
。
そ
の
た
め
小
倉
時
代
に
は
、
提
携
や
業
務
委

託
と
い
う
手
段
で
は
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
買
収
で
リ
ソ
ー
ス
を
社

内
に
取
り
込
み
、
ヤ
マ
ト
仕
様
に
染
め
上
げ
る
と
い
う
手
法
を

と
っ
て
き
た
。
し
か
し
事
実
上
の
宅
配
専
業
か
ら
フ
ル
ラ
イ
ン

へ
事
業
領
域
を
拡
大
す
る
に
あ
た
り
従
来
の
方
針
を
転
換
し
た
。

こ
れ
に
合
わ
せ
て
業
界
内
で
の
位
置
付
け
も
、
既
得
権
に
噛
み

つ
く
業
界
の
鬼
っ
子
か
ら
求
心
力
の
あ
る
リ
ー
ダ
ー
へ
、
宅
急

便
時
代
と
は
変
化
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。

最
近
、
有
富
会
長
は
、
ヤ
マ
ト
の
創
業
者
で
小
倉
昌
男
元

会
長
の
実
父
に
当
た
る
康
臣
氏
が
一
九
二
九
年
に
開
始
し
た

路
線
便
「
大
和
便
」
を
例
に
と
り
、
新
商
品
の
開
発
力
こ
そ

が
ヤ
マ
ト
の
遺
伝
子
で
あ
り
、「
宅
急
便
」
も
そ
の
延
長
線
上

に
あ
る
商
品
の
一
つ
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
趣
旨
の
発
言
を
繰
り

返
し
て
い
る
。
創
業
の
原
点
に
立
ち
返
る
こ
と
で
偉
大
な
中
興

の
祖
を
乗
り
越
え
る
。
老
舗
の
新
た
な
挑
戦
が
始
ま
っ
て
い
る
。

（
大
矢
昌
浩
）

 2005年 6月30日 小倉昌男前会長死去 

 同 9月22日 山崎篤社長が健康上の理由で社長を退任、有富慶二
会長が社長を兼務する人事を発表 

 同 11月1日 ヤマトホールディングスを設立、持ち株会社制に移行。
ヤマト運輸社長には小倉昌男元会長の実子、康嗣氏が
就任 

 同 10月12日 ヤマトロジスティクスの鈴木英男社長が退任 

 2006年 2月9日 ヤマトホームコンビニエンスの上沼雄治社長が退任。そ
の後、氏は4月に郵政公社入りし、現在は日本郵便逓
送役員 

 同 2月27日 セイノーホールディングスとボックスチャーター事業で合弁
会社設立を発表 

 同 3月10日 ドイツポスト・ワールドネットとダイレクトマーケティング事
業で合弁会社設立を発表 

 同 5月10日 日本郵船グループと提携、国際物流事業で合弁会社設
立を発表 

 同 5月15日 有富慶二ヤマトHD会長兼社長の後任として瀬戸薫
常務執行役員が社長に就任する人事を発表 

 同 5月31日 日本通運がボックスチャーター事業への資本参加に合意 

この1年のヤマトグループの動き 

国際メール便ではドイツポストと手を握
った。写真右はＤＨＬグローバルメール・
ジャパンのマイケル・クルメー・セイモア
社長。左は小倉康嗣ヤマト運輸社長。 

有富ヤマトHD会長の後任として、人
事労務畑出身の瀬戸薫常務（写真
左）がヤマトHDの社長に指名された。 

国際物流では日本郵船グループと資
本提携を結んだ。写真は右からヤマト
HDの木川常務、有富会長、日本郵船
の宮原社長、石田副社長。（当時） 


